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概要
現在，ニューラル機械翻訳の学習データとして利

用可能な，ある程度の規模を持つ日本語-中国語対
訳コーパスは少ない．とくに日常会話などの話し言
葉を主な対象としたものは限られている．本研究で
は Web 上に存在する TV 番組などの字幕データを
クローリングにより収集して，一定の規模の日中対
訳コーパスの構築を試みた．このコーパスWCC-JC
（Web Crawled Corpus - Japanese and Chinese）で学習
した翻訳モデルを使って翻訳した結果を人手で評価
し，品質・効果を確認した．

1 はじめに
機械翻訳は人工知能の重要な分野であり，原言語

を出力言語に翻訳する方法を研究することは，言語
の壁の問題を解決することができる最も効果的な手
段の一つである．長年の開発を経て，ニューラル機
械翻訳（Neural Machine Translation，NMT）は様々な
言語ペアで従来のフレームワークよりも優れた翻訳
結果を出しており，大きな可能性を秘めた新しい機
械翻訳モデルとなっている．NMTでは，学習デー
タの量が翻訳結果の質を大きく左右するものの，大
規模な翻訳モデルを学習することができる．
機械翻訳の分野では，日本語と中国語という 2つ
の言語が複雑に絡み合っているため，日中の機械翻
訳は難しい．高品質な翻訳を得るためには，日中翻
訳コーパスのデータ量が大量に必要となる．しか
し，英語を含む言語対や欧州の言語間の言語対など
が数千万から数億文対である．そして，様々な分野
の文が含まれる．これに対し，公開された日中対訳
コーパスは多くない．例えば，JPO日中対訳コーパ
スは 1.3億件（約 26GB）および 0.1億件（約 1.4GB）
があるが，データの全てを用いた研究成果の提出が

必要である1）．このコーパスの内容の種類は特許の
みである．ASPEC-JCの収録件数は，約 67万文であ
る [1]．このコーパスの内容の種類は科学論文の概
要のみである．上記の 2つは，公開されているコー
パスの中でも非常に規模の大きなコーパスである．
だが，日常的な文の翻訳に適した日中対訳コーパス
は，まだそれほど多くない．
現在の研究のほとんどは，書き言葉のカテゴリー
に入る文の翻訳を対象にしている．一方，話し言葉
の場合，省略などにより書き言葉よりも曖昧さが多
くなり，文脈を把握する必要性も高まる．文の長さ
も書き言葉より短いのが普通である．話し言葉で
も，俗語や方言があるものは，従来の翻訳者では見
落とされることがある．また，音声の入力から翻訳
結果の出力までを行うマルチモーダル翻訳が近い将
来のトレンドになると言われるが，その実現には話
し言葉の翻訳に適した対訳コーパスが必要である．
本研究では，Webをクロールして作成した日中対
訳コーパスとその評価について述べる．作成した
コーパスWCC-JCは，インターネット上からクロー
ルされた映画と TV番組の字幕データの日中両言語
の対応をとることで構築されている．既存の日中対
訳コーパスではあまり扱われてこなかった話し言葉
の対訳も対象している．

2 関連研究
現在，公開されている日中対訳翻訳コーパスは非
常に少なく，JPO 日中対訳コーパス，ASPEC-JC[1]
と TED Talks2）3）に含まれる日中対訳コーパスなどが
あるのみである．

Lavecchiaらは，映画の字幕ファイルから対訳コー
パスを自動的に構築する方法を提案し，それを用い
1） https://alaginrc.nict.go.jp/jpo-outline.html

2） https://ted.com

3） https://github.com/ajinkyakulkarni14/

TED-Multilingual-Parallel-Corpus
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て対訳辞書も作成している [2]．
Chu らは，Wikipedia から 126k 以上の日中対訳

コーパスを構築するための対訳文抽出システムを提
案した [3]．

Pryzantらは，インターネット上からクロールされ
た映画と TV番組の字幕データを日英対応させるこ
とで構築された．JESCは，自由に利用できる日英
対訳コーパスの中で最大規模（約 280万文）のコー
パスである [4]．

OpenSubtitles2018は映画字幕データの多言語対訳
コーパスである [5]．日英対訳コーパスはおよそ
2,000件の映画からなる 200万文の対訳コーパスで
あり，機械翻訳の分野や，映画字幕という特徴を活
かしたタスクにおける利用が検討される．
森下らは，大規模Webベース 1000万文対以上の

日英対訳コーパス JParaCrawlを紹介した．無料で一
般に公開した [6]．

Guokun らはインターネットから言語資源をク
ロールしてコーパスを自動的に構築したが，データ
のフィルタリングがうまくいっていなかった [7]．
中澤らは，「ビジネス」における「対話」を対訳

コーパスのドメインとして構築した BSDコーパス
およびWAT2020での BSD翻訳タスクの結果の紹介
を行い，翻訳結果の分析から対話翻訳の課題につい
て議論した [8]．
また，日中翻訳では，Zhangらが対訳コーパスの
資源不足を考慮し，日中翻訳の品質を向上させる
コーパス拡張アプローチを提案した [9]．
以上の関連研究により，コーパスは翻訳精度の向

上と言語処理の他の分野に重要な役割を果たす．こ
のように，ニューラル機械翻訳のためのオープンな
日中対訳コーパスの構築は資源不足問題に大きな意
味を持っている．本研究では，日中機械翻訳を発展
させ，ある程度の規模を持つ日中対訳コーパスの作
成を目標とする．

3 日中対訳コーパスの構築
3.1 対訳文抽出
多くの日中対訳文を含む Webサイトを選び，映
画・ドラマと TV番組の字幕ファイルを含むWebサ
イトから Scrapy4）を利用し，字幕ファイルを取得す
る．字幕ファイルの中に，俗語，話し言葉，説明文，
物語解説の対訳がある．これらは既存のコーパスで
4） https://scrapy.org/

はあまり扱われてこなかった分野である．
取得した字幕ファイルのほとんどは ASS形式の
ファイルである．図 1に ASSファイルの内容の一
例を表す．図のように ASS ファイルでは Dialogue
行に，字幕の表示内容と表示時間，表示スタイルな
どの情報が記載されている．言語情報は字幕のレ
イヤー情報（図中では先頭の“0”）や表示スタイル
（図中では“DefaultJp”）に現れる場合が多い．本研
究では，字幕表示スタイルの文字列から日本語か中
国語かを推定し，字幕表示開始時間と字幕表示終了
時間をもとに日中のセリフの対応関係を判断した．
データ収集後，中国語文中の繁体字を簡体字に，

日本語文中の半角カタカナを全角カタカナに統一
し，重複する文対を除去した．

3.2 コーパスの分割
収集した文対のうち，10 文字以上の文対をテ
ストデータと検証データ（開発データ）用にそ
れぞれ 2000 文対ランダムに抽出し，残りを訓
練データとした．表 1 は構築されたコーパスと
ASPEC-JC，OpenSubtitlesとWCC-JCコーパスの文対
数を表す．データサイズ（バイト数）はASPEC-JC >

OpenSubtitles > WCC-JCの順だが，文数はASPEC-JC
よりも多いことが分かる.

4 実験と評価
本コーパスの有効性を確認するために翻訳実験
を行った．以下，実験に使用した NMTシステムの
設定（4.1節），ASPEC-JC，OpenSubtitles，本研究の
コーパスのデータセットで学習した NMTモデルで
の翻訳精度（BLEUスコア）（4.2節），JPOスコアを
用いて，テストデータの翻訳結果の人手での評価
（4.3節）について述べる．日中翻訳では，文字レベ
ルと LSTM モデルが最も効果的であると言われて
いる [10]が，本実験では文字レベルと subwordレベ
ル，LSTMモデルと Transformerモデルを使用した．

4.1 NMTシステムの設定
本実験では，fairseq[11]を用いて NMTモデルを訓
練する．fairseq の 2 つの事前設定されたアーキテ
クチャ，lstm-wiseman-iwslt-de-en（表の中，LSTMと
略す）と transformer-iwslt-de-en (表の中，Transformer
と略す) を使用する．Subword レベルの実現には
subword-nmt5）を使用する．
5） https://github.com/rsennrich/subword-nmt
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図 1 ASSファイル中身の一例（内容はダミー）
表 1 日中対訳コーパスのサイズの比較（カッコ内はMB）

内容 対訳文数
ASPEC-JC (184.8MB) OpenSubtitles (72.4MB) WCC-JC (52.2MB)

訓練データ 　672,315 1,087,295 749,017
開発データ 2,090 2,000 2,000
テストデータ 2,107 2,000 2,000

4.2 翻訳結果
表 2～表 5において，AはASPEC-JCのテストデー
タ，BはOpenSubtitlesのテストデータ，CはWCC-JC
のテストデータ，Dは翻訳モデルの汎化能力を検証
するために，NHKラジオ『まいにち中国語』6）のテ
キストから抽出した 185 文，テストデータとして
表す．
表 2～表 5を見ると，訓練データとテストデータ

の組合せではそれぞれ自身のテストデータで最も高
い BLEU値を取得したことがわかる．J→C文字レ
ベルの Transformer モデルでは，我々の WCC-JC は
OpenSubtitles自身による翻訳よりも効果的であり，
WCC-JCの汎化性が示された．また，C，Dのいずれ
においても，WCC-JCは ASPEC-JC や OpenSubtitles
よりも良い結果を得ることができた．さらに，各表
の結果を比較すると，基本的には J→C、C→Jのい
ずれの方向においても，文字レベルの Transformer
モデルがより有効であることがわかる．

4.3 人手による評価
人手評価基準として，特許庁が公開している「特

許文献機械翻訳の品質評価手順」7）の中の「内容の伝
達レベルの評価」（JPOスコア）を採用した．これは
機械翻訳結果が原文の実質的な内容をどの程度正確
に伝達しているかを，参照訳の内容に照らして 5段
階（評価値 5が最もよく，1が最も悪い）の評価基
準で主観的に評価するものである．

WCC-JC のテストデータ C については，J→C と
6） https://www2.nhk.or.jp/gogaku/onayami/chinese/
7） https://www.jpo.go.jp/system/laws/sesaku/

kikaihonyaku/tokkyohonyaku_hyouka.html
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図 2 人手による評価の結果（日本語→中国語）

A (3.97) B (4.04) C (4.07)
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4 44.65% 42.40% 40.13%
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図 3 人手による評価の結果（中国語→日本語）

C→Jの文字レベル Transformerの 2つの実験で最も
高い BLEU値が観測された．より良い評価を行うた
めに，JPOスコアを用いてこの 2つの翻訳結果を人
手評価することにした．評価は A，B，Cの 3つの
評価者グループで分担した（評価者たちは日本留
学の経験があり，日本語能力試験 N2以上の資格を
持つ）．各グループは 2人ずつ独立に評価し，平均
を取った．図 2と図 3は J→C、C→Jの人手評価結
果（グラフ内の数字は各評価値の割合を，グルー
プ名の後の括弧内の数字は評価値の平均を表す）．
JPOスコアの平均値について，J→Cでは 3.87，3.90，
4.00，C→Jで 3.97，4.04，4.07，高い結果になった．
WCC-JCコーパスの性質上，非常に短い文が多いの
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表 2 文字レベル日本語→中国語翻訳実験結果（BLEU値）

Data\Method
Character Level

LSTM Transformer
Test data → A B C D A B C D
ASPEC-JC 32.0 1.0 2.6 1.9 34.5 1.2 3.2 4.9

OpenSubtitles 0.3 5.0 2.4 7.1 0.0 2.1 0.0 3.0
WCC-JC 2.6 2.7 12.1 9.5 3.2 3.9 15.9 13.7

表 3 Subwordレベル日本語→中国語翻訳実験結果（BLEU値）

Data\Method
Subword Level

LSTM Transformer
Test data → A B C D A B C D
ASPEC-JC 31.3 1.1 2.3 3.0 34.0 1.2 3.3 6.6

OpenSubtitles 0.1 4.3 2.1 5.7 0.0 3.5 0.9 4.8
WCC-JC 1.9 2.4 11.3 7.1 2.0 2.9 14.3 10.3

表 4 文字レベル中国語→日本語翻訳実験結果（BLEU値）

Data\Method
Character Level

LSTM Transformer
Test data → A B C D A B C D
ASPEC-JC 38.8 1.2 2.8 2.8 44.8 1.7 4.2 5.1

OpenSubtitles 0.2 5.5 4.0 5.6 0.1 4.0 2.3 4.1
WCC-JC 3.2 3.4 13.8 8.5 3.5 3.9 17.1 9.0

表 5 Subwordレベル中国語→日本語翻訳実験結果（BLEU値）

Data\Method
Subword Level

LSTM Transformer
Test data → A B C D A B C D
ASPEC-JC 39.8 1.1 2.9 3.3 44.3 1.4 4.0 5.3

OpenSubtitles 0.2 4.2 2.6 3.6 0.2 4.6 2.6 4.0
WCC-JC 2.3 2.7 13.0 6.4 2.8 2.3 15.3 7.7

で，この結果がどの程度満足のいくものなのかはよ
り深く分析する必要がある．また，別の実験につい
ても評価を行い，結果の違いとその理由を明らかに
する必要がある．

5 おわりに
本研究では，日中対訳コーパスWCC-JCを紹介し

た．本コーパスはWebをクロールし，日中対訳文を
自動的に収集し，作成した．最終的に約 75万文対
の日中対訳データが得られた．本コーパスは現時点
で一般に利用できる日中コーパスの中では規模が大

きく，既存のコーパスではあまり扱われてこなかっ
た話し言葉の対訳も対象している．
語学講座のテキストから抽出した会話文を用い
た実験では，BLEU値は低いものの，比較した日中
コーパスの中では最も高い精度で翻訳できることを
確認した．人手による評価も高いものであった．
今後の課題として，より大規模なWebクロール，
コーパス作成を行うことが挙げられる．さらに，対
訳文のアライメントを高精度化することも重要な課
題である．また，今後より多くの言語対に対応して
いくことも検討している．
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